
平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費

予 算 額 ２，９６０千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

家庭は全ての教育の出発点であり、家庭での学習習慣や生活習慣

が身に付くよう、就学前の子どもを持つ親等を対象に学習機会や情

報の提供を行うとともに、家庭教育を支援するネットワークづくり

を進める。また、専門家による相談体制の充実を図ることにより、

家庭の教育力の一層の向上を目指す。

２ 内 容

事 項 内 容

子どもの生活習慣の確立や豊かな心を育成するため、

家庭での学習や家庭教育に関する情報提供のため、子育

事 業 内 容 て・親育ちに役立つ学習資料を作成し、親のための学習

活動を支援する。

目 的 親のため ○資料内容

の学習活 子育てに関する悩み・解決策Ｑ＆Ａ

対 象 動支援事 ほめてしつけるポイント など

業

方 法 等 ○活用方法

親のための応援塾や、地域の先輩及び教師による子

育て講座等に参加の就学前の保護者等に配布

家庭の教育力向上のため、親への学習機会の提供や家

庭教育支援チーム活動を行う市町(組合)教育委員会に対

し、助成等の支援を行う。

家庭教育 ○市町村実施事業（補助事業）

支援基盤 家庭教育支援チーム活動の普及・定着

形成事業 子育てに係る学習機会の提供

○府実施事業

京都府家庭教育支援協議会の設置

指導者等研修の実施（教育局単位）

担当課名

社会教育課 振 興 担 当

電話番号

075-414-5884

社会教育主事 075-414-5889
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平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 地域で支える学校教育推進事業費地域で支える学校教育推進事業費地域で支える学校教育推進事業費地域で支える学校教育推進事業費

予 算 額 １４，５００千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

地域ぐるみで学校を支える体制整備として「学校支援地域本部」

を設置して地域コーディネーターや教育活動推進員を配置し、学習

支援・部活動の支援・読書活動支援・学校行事の支援など、学校の

ニーズに応じた教育支援活動を展開する。

２ 内 容

(1)市町村実施事業（補助事業）

・運営委員会の設置（市町村毎に設置）

学校支援の推進に係る企画立案、広報、人材養成等を実施

・学校支援地域本部の設置（原則中学校区単位で設置）

事 業 内 容 地域コーディネーター

学校のニーズを把握し、学校の要請に応じて各種ボラン

ティアを派遣

目 的 教育活動推進員

実際に学習支援や部活動指導などの学校支援を行う地域

対 象 住民、学生等

方 法 等 (2)府実施事業

・推進委員会の設置

地域社会で子どもをはぐくむ事業の効果的な推進方策を検討

・指導者等研修の実施

京のまなび教室の指導者研修会と合同開催。両事業の関係者

が互いの活動内容や取組状況等を情報交換することにより、

コーディネート能力等の資質の向上を目指す。

・事業の啓発

事業パンフレットや実践事例集等を作成し、市町村の取組を

支援

担当課名 社会教育課 振 興 担 当 電話番号 075-414-5884

社会教育主事 075-414-5885
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平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 京 の ま な び 教 室 推 進 事 業 費京 の ま な び 教 室 推 進 事 業 費京 の ま な び 教 室 推 進 事 業 費京 の ま な び 教 室 推 進 事 業 費

予 算 額 ４０，０３８千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

地域社会の中で、子どもたちを心豊かで健やかに育てる環境づく

りを推進するため、学校等を子どもの安心・安全な居場所として活

用した「京のまなび教室」の開設を支援し、放課後や土曜日等にお

ける子どもの体験活動・学習活動等の充実を図る。

２ 内 容

(1)市町村実施事業（補助事業）

・運営委員会の設置

事業の運営方法等を検討する委員会の設置・運営

・コーディネーター等の配置

事 業 内 容 コーディネーター：各市町村における事業の総合的な調整等

教育活動推進員：学習支援・体験・交流活動等プログラム実施

教育活動サポーター：プログラム実施のサポート、安全管理

目 的 ・京のまなび教室の実施

内 容：学習活動、スポーツ活動、文化体験、異世代交流等

対 象 場 所：小学校、公民館、児童館等の身近な施設

指導者：教育活動推進員や教育活動サポーター等に加え、地

方 法 等 域の高齢者、高校生・大学生ボランティアなど、地

域の人材の参画を得て実施

(2)府実施事業

・推進委員会の設置

教育支援活動及び放課後対策に係る事業の効果的な推進方策

及び総合的な在り方について意見交換等を行う。

・指導者研修の実施

市町村のコーディネーター等の資質向上をねらいに、府域及

び教育局別の研修会を実施

・特別講師のコーディネート

京の伝統工芸士、企業・団体の技術者・専門家、大学院生等

を「特別講師」としてリストアップし市町村に提示

担当課名

社会教育課 振 興 担 当

電話番号

075-414-5884

社会教育主事 075-414-5885
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平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明平成２６年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 京都府版マスターズ大会開催費京都府版マスターズ大会開催費京都府版マスターズ大会開催費京都府版マスターズ大会開催費

（ワールドマスターズゲームズ推進費）（ワールドマスターズゲームズ推進費）（ワールドマスターズゲームズ推進費）（ワールドマスターズゲームズ推進費）

予 算 額 ４，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的１ 目 的１ 目 的１ 目 的

高齢化社会を踏まえた健康対策、生涯スポーツ推進の観点から、京都府民総合

体育大会にマスターズ部門を設置することで、より多くの成年・中高年の健康増

進に寄与するとともに、今後開催が予定されている関西版マスターズ大会や関西

ワールドマスターズゲームズ2021に向けて機運の醸成を図る。

事 業 内 容 ２ マスターズ部門の概要２ マスターズ部門の概要２ マスターズ部門の概要２ マスターズ部門の概要

（１）参加対象者 50歳以上

目 的 （２）実施種目 10種目程度

○個人種目 ５種目

対 象 （例：陸上競技、水泳、弓道、なぎなた、剣道）

○チーム種目 ５種目

方 法 等 （例：卓球、ソフトテニス、ゲートボール、ペタンク、グラウンド・ゴ

ルフ）

※実施種目については、今後、府内各競技団体と調整

（３）その他

チーム種目は府下７ブロックから各３チームを選出

京都市、乙訓、山城北、山城南、南丹、中丹、丹後

担当課・担当名 保健体育課 スポーツ振興担当 課・担当 電話番号 075-414-5864
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